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東
都
名
所
八
ッ
見
の
橋
（
初
代
安
藤
広
重
）

と
い
う
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
画
に
は
日
本

橋
、
江
戸
橋
、
常
磐
橋
、
呉
服
橋
、
一
石
橋
、

鍛
冶
橋
、
銭
瓶
橋
、
道
三
橋
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
の
橋
を
見
て
み
ま
す
。

日
本
橋 

　

昭
和
三
十
九
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
、
首
都
高

速
道
路
が
、
日
本
橋
（
架
橋
四
百
年
前 

慶
長

八
年
（
一
六
〇
三
）　

現
在 

明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
））
の
上
空
を
覆
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

一
九
六
八
年
に
発
足
し
た
「
名
橋　

日

本
橋　

保
存
会
」
と
い
う
地
域
団
体
が
「
よ

み
が
え
れ
日
本
橋
」
と
い
う
運
動
を
展
開
し
、

二
〇
〇
一
年
に
当
時
の
国
土
交
通
大
臣　

扇

千
景
氏
が
発
言
し
た
「
日
本
橋
は
首
都
・
東
京

の
顔
」「
高
架
に
覆
わ
れ
た
景
観
を
一
新
す
る
」

か
ら
色
々
な
団
体
が
生
ま
れ
二
〇
〇
六
年
に
は

「
日
本
橋
再
生
協
議
会
」
が
地
元
組
織
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
橋
も
上
を
覆
っ
て
い

た
高
速
道
路
が
な
く
な
り
昔
の
青
空
を
と
り
も

ど
す
の
も
そ
ん
な
に
遠
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

銭
瓶
橋

　

こ
こ
に
三
枚
の
地
図
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の

大
手
町
庁
舎
付
近
の
地
図
で
す
。

　

水
声
一
〇
〇
号
記
念
の
時
に
書
か
れ
た
文
を

引
用
し
ま
す
と
、

　
『
江
戸
時
代
、
道
三
堀
に
架
か
っ
て
い
た
橋
が

幾
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
銭
瓶

橋
が
あ
り
ま
す
。
名
前
の
い
わ
れ
は
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
橋
を
造
る
と
き
に
銭
の
入
っ
て

い
た
瓶
が
出
て
き
た
、
と
い
う
の
が
定
説
の
よ

う
で
す
。

　

銭
瓶
橋
、
道
三
橋
、
常
磐
橋
に
囲
ま
れ
た
地

域
が
現
在
の
日
本
ビ
ル
か
ら
新
大
手
町
ビ
ル
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
位
ま
で
で
す
。
日
本
ビ
ル
ヂ
ン
グ
の
辺

り
は
、
嘉
永
二
年
で
は
松
平
主
計
頭
の
屋
敷
。

江
戸
安
政
三
年
の
江
戸
図
に
よ
る
と
御
側
衆
夏

目
左
近
敷
地
。
慶
応
元
年
絵
図
で
は
勘
定
奉
行

屋
敷
に
と
変
化
を
し
て
い
ま
す
。
明
治
五
年
銭

瓶
町
と
な
り
ま
す
。

　

明
治
八
年
の
地
図
で
は
武
庫
司
邸
。
明
治

十
三
年
の
地
図
に
よ
る
と
会
計
検
査
院
と
な
っ

て
い
ま
す
。
明
治
二
十
年
で
は
陸
軍
倉
庫
の
様

に
軍
関
係
の
施
設
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
明

治
二
十
八
年
に
電
話
本
局
。
明
治
四
十
二
年
の

地
図
で
は
、
道
三
堀
は
あ
り
ま
す
も
の
の
、
銭
瓶
橋
は
見
ら
れ
ず
、
中
央
駅
の
文
字
が

見
ら
れ
ま
す
。
明
治
四
十
五
年
に
は
、
そ
の
道
三
堀
も
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
（
明
治

四
十
二
年
の
市
区
改
正
計
画
に
よ
り
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
）。
大
正
三
年
東
京
駅
開
設
。

大
正
八
年
に
東
京
｜
万
世
橋
間
が
開
業
し
、
大
正
十
年
の
地
図
に
鉄
道
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
五
年
三
月
に
銭
瓶
町
喞
筒
場
（
ポ
ン
プ
所
）
稼
動
。
昭
和
十
二
年
の
地
図
に

▲　東都名所　八ッ見の橋（初代　安藤広重　画）▲　明治 13 年の地図

▲　明治 42 年の地図▲　昭和 12 年の地図
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呉
服
橋
袂
に
市
下
水
課
が
見
ら
れ
ま
す
。
昭

和
四
十
一
年
に
現
銭
瓶
庁
舎
が
完
成
し
ま
し

た
。』　
（
水
声
一
〇
〇
号
よ
り
） 

　

日
本
ビ
ル
ヂ
ン
グ
は
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
に
竣
工
し
て
い
ま
す
が
、
銭
瓶

町
ポ
ン
プ
所
は
、昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

に
ビ
ル
の
中
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
都
市
再
開

発
方
針
を
打
ち
出
し
、
東
京
駅
の
周
辺
は
丸
の

内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
高
層
ビ
ル

群
が
次
々
と
建
ち
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

皇
居
の
周
り
は
三
十
一
メ
ー
ト
ル
ま
で
と
い
う

建
築
規
制
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
日
本
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
は
、
周
り
と
比
べ
る
と
と
て
も
低
い
ビ
ル
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
建
て
替
え

の
話
も
だ
い
ぶ
以
前
か
ら
あ
る
よ
う
で
す
が
、
地
下
に
構
造
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
な

か
な
か
簡
単
に
は
進
ま
な
い
よ
う
で
す
。

東
京
の
風
呂
の
始
ま
り

　

江
戸
で
初
め
て
の
銭
湯
が
伊
勢
か
ら
来
た
伊
勢
与
市
と
い
う
人
が
天
正
十
九
年

（
一
五
九
一
）
に
銭
瓶
橋
の
袂
で
始
め
た
と
言
う
こ
と
が
三
浦
浄
心
の
編
纂
し
た
慶
長
見

聞
録
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
『
風
呂
銭
は
永
楽
一
銭
な
り
。
み
な
人
め
ず
ら
し
き
も
の
か
と
入
り
た
ま
い
ぬ
。

…
…
』（
江
戸
の
風
呂　

今
野
信
雄　

著　

新
潮
社
）

　

と
い
う
こ
と
で
賑
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
時
の
風
呂
は
、
蒸
し
風
呂
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
幸
田
露
伴
が
、
評
釈
「
猿
蓑
」
に
風
呂
の
歴
史
と
語
源
を
詳
し
く

書
か
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
常
盤
橋

　

常
盤
橋
は
現
在
三
カ
所
に
あ
り
ま
す
。
一
番
古
い
橋
は
旧
常
磐
橋
で
架
橋
は
天
正
十
八

年
（
一
五
九
〇
）、現
在
の
橋
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
掛
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
手
前
日
本
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
近
い

方
に
架
か
っ
て
い
る
の
は
、
常
盤
橋
で
昭

和
元
年
（
一
九
二
六
）
に
で
き
て
い
ま
す
。

江
戸
通
り
に
は
交
通
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
、新
常
盤
橋
が
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

に
架
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
に
架
け
か
え
ら
れ
ま
し
た
。

常
磐
小
学
校

　

新
常
盤
橋
の
す
ぐ
近
く
に
、
常
磐
小
学

校
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
常
磐
小
学
校
は
、

明
治
六
年
に
幼
童
学
所
と
し
て
創
設
さ
れ
、

▲　昭和 22 年　航空写真（ｇ oo より）

▲旧常磐橋から日銀を望む

▲　常磐橋御門前　撮影　内田丸一
( よみがえる明治の東京　より）

▲　常磐小学校
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大
正
十
一
年
の
関
東
大
地
震
で
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
復
興
事
業
の
一
貫
と
し
て
建
て

ら
れ
た
復
興
小
学
校
五
十
二
校
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
現
校

舎
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
多
く
の
学
校
で
講
堂
の
こ
と
を
体
育
館
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
常

磐
小
学
校
で
は
昔
の
講
堂
と
い
う
呼
び
名
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
が
東
京
都
に
入
っ
た
と
き
は
、
こ
の
常
磐
小
学
校
の
講
堂
で
入
所
式
を
行
い
、
そ
れ

か
ら
行
き
先
毎
に
そ
の
当
時
と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
乗
用
車
に
乗
せ
ら
れ
て
各
職
場
に
散

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

常
磐
小
学
校
は
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

に
二
十
三
番
目
の
東
京
都
選
定
歴
史
建
造
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

橋
の
話
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
中
央
通
り
に

進
み
ま
し
ょ
う
。

江
戸
桜
通

　

常
盤
橋
か
ら
日
銀
を
通
り
、
日
本
橋
三
越
を
通

り
過
ぎ
て
昭
和
通
り
ま
で
の
道
を
江
戸
桜
通
と

い
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
に
沿
道
に
江
戸
桜
（
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
を
植
え
た
こ
と
か
ら
名
前
が
つ

い
た
よ
う
で
す
。

日
本
銀
行

　

江
戸
時
代
に
、
幕
府
が
発
行
す
る
金
貨
（
大

判
を
の
ぞ
く
）
を
独
占
的
に
製
造
し
て
い
た
金

座
が
あ
っ
た
場
所
に
、
日
銀
の
本
館
が
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
辰
野
金
吾
設
計
に

よ
り
完
成
し
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）

に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物
の
前
に
貨
幣
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
の
で
い
つ
で
も
入
れ
ま
す
。
貨
幣
が
誕
生
し
た
と
き
か
ら
現
在
の
貨
幣
ま

で
の
歴
史
が
分
か
り
易
く
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

時
代
劇
を
見
て
い
る
と
よ
く
小
判
の
包
み
を
叩
き
割
っ
て
中
身
を
見
る
シ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
が
、
封
印
を
切
る
と
い
う
行
為
は
御
法
度
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
包
金
銀
と
い
っ
て
封

を
し
た
ま
ま
使
う
こ
と
を
前
提
に
封
印
を
し
て
絶
大
な
信
用
で
流
通
さ
せ
て
い
た
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

三
越

　

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）、
江
戸

本
町
一
丁
目
（
現
日
本
銀
行
所
在
地

辺
り
）
に
呉
服
店
「
越
後
屋
」
が
開

店
し
ま
し
た
。
間
口
九
尺
（
二.

七

メ
ー
ト
ル
）
の
小
さ
な
借
り
店
舗
か

ら
、
三
越
三
百
三
十
年
の
歴
史
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
九
月

十
五
日
に
完
成
し
た
日
本
橋
本
店
新

館
は
「
ス
エ
ズ
運
河
以
東
最
大
の
建

築
」
と
称
さ
れ
、
建
築
史
上
に
残
る
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
商
品
は
呉
服
を
中
心
に

百
貨
全
般
に
わ
た
っ
て
取
り
そ
ろ
え
、
ラ
イ
オ
ン
像
や
日
本
初
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
し
て
、
近
代
百
貨
店
と
し
て
の
形
態
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
天
女
像
（
ま
ご
こ
ろ
）
を
日
本
橋
本
店
の
中
央
ホ
ー

ル
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

熈
代
勝
覧
（
き
だ
い
し
ょ
う
ら
ん
）

　

熈
代
勝
覧
が
三
越
本
店
の
あ
る
地
下
の
コ
ン
コ
ー
ス
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す 

（
原
画
は
ベ

ル
リ
ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
所
蔵
） 

。
日
本
橋
か
ら
今
川
橋
ま
で
の
七
町
（
七
百
六
十
メ

▲　江戸桜通▲日銀と三井タワー
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ー
ト
ル
）、
日
本
橋
通
り
（
現
在
の
中
央
通
り
）

に
あ
る
店
や
人
々
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
文
化

二
年
（
一
八
〇
五
）
頃
の
作
品
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
作
者
は
佐
野
東
洲
で
な
い
か
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

下
の
絵
は
日
本
橋
か
ら
三
越
あ
た
り
ま
で
の

部
分
図
で
す
。

三
井
本
館

　

関
東
大
震
災
で
倒
壊
し
た
た
め
、
旧
本
館
は

解
体
し
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
竣
工
し
て

い
ま
す
。

　

一
階
は
銀
行
で
す
が
、
五
階
に
は
国
立
科
学

博
物
館
産
業
技
術
史
資
料
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
時
々
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
に
入
り

ま
す
と
三
井
本
館
の
重
厚
な
雰
囲
気
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
く
に
あ
る
老
舗

木
屋

　

本
家
は
天
正
元
年
（
一
五
七
一
）
に
創
業
し
て
い

ま
す
が
、暖
簾
分
け
に
よ
り
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）

に
刃
物
の
木
屋
と
し
て
創
業
。
暖
簾
分
け
の
時
は
本

家
と
同
じ
商
売
は
御
法
度
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
下
の

熈
代
勝
覧
に
描
か
れ
て
い
る
木
屋
は
四
軒
あ
り
一
番

右
側
の
暖
簾
が
今
の
店
舗
と
同
じ
商
標
だ
そ
う
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
に
新
し
い
ビ
ル
に
入
居
し
ま
し
た

が
、
こ
の
ビ
ル
は
、
高
層
ビ
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず

三
十
一
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
飛
び
出
す
よ
う
に
壁

が
あ
り
ま
す
。
中
央
通
り
か
ら
見
る
と
隣
の
ビ
ル
や

向
か
い
側
の
ビ
ル
も
同
じ
よ
う
に
三
十
一
メ
ー
ト
ル

の
ラ
イ
ン
が
見
受
け
あ
れ
ま
す
。
三
十
一
メ
ー
ト
ル

▲　熈代勝覧　日本橋から越後屋辺りまで

▲　熈代勝覧　木屋の辺り

　エレベーターゲージ

三井本館内部

▲　新しい町並み
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で
統
一
さ
れ
て
い
た
頃
の
記
念
だ
そ
う
で
す
。

神
茂
（
創
業
天
和
三
年
（
一
六
八
三
））

　

開
業
の
頃
は
、
神
崎
屋
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
鮫
の
ヒ
レ
が
幕
府
の
重
要
な
輸

出
品
で
、
残
っ
た
身
で
半
ぺ
ん
を
造
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
明
治
に
な
り
神
茂
と
屋
号

を
変
え
ま
し
た
。

山
本
山
（
創
業
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
））

　

江
戸
出
店
で
、
お
茶
、
紙
類
を
商
い
始
め
、
天
明
七
年
に
茶
所
を
日
本
橋
二
丁
目
で
開

所
し
ま
し
た
。

に
ん
べ
ん
（
創
業
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
））

　

日
本
橋
四
日
市
の
土
手
蔵
で
戸
板
を
並
べ
て
鰹
節
と
塩
干
物
を
商
い
始
め
ま
し
た
。
後

に
日
本
橋
瀬
戸
物
町
で
鰹
節
の
小
売
店
を
だ
し
た
の
が
現
在
の
本
店
と
な
り
ま
し
た
。

八
木
長
（
創
業
元
文
二
年
（
一
七
三
二
））

千
疋
屋
（
創
業
天
保
五
年
（
一
八
三
四
））

　

武
蔵
の
国
千
疋
の
郷
の
侍
で
あ
っ
た
初
代
が
、
人
形
町
で
始
め
た
水
菓
子
屋
が
、
慶
応

三
年
に
室
町
に
店
を
移
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
最
新
式
の
洋
館
三
階
建
て
に
し
、
外
国
産

の
果
物
等
を
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
本
海
苔
店
（
創
業
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
））

　

日
本
橋
室
町
一
丁
目
で
開
業
。
二
代
目
が
、
浅
草
の
り
を
八
種
類
に
分
け
販
売
し
た
の

が
当
た
り
繁
盛
し
ま
し
た
。

鮒
佐
（
創
業
文
久
二
年
（
一
八
六
二
））

　

浅
草
瓦
町
に
開
業
、
鮒
の
す
ず
め
焼
き
を
商
っ
て
い
ま
し
た
が
佃
の
塩
煮
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
醤
油
で
煮
る
佃
煮
を
造
り
ま
し
た
。

文
明
堂
（
創
業
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
））

　

長
崎
の
佐
世
保
で
菓
子
店
を
営
な
み
ま
し
た
の
が
大
正
五
年
、
後
に
上
野
黒
門
町
に
東

京
文
明
堂
を
開
業
し
ま
し
て
、
日
本
橋
三
越
と
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に

日
本
橋
室
町
に
本
社
を
移
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
お
店
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

十
軒
店

　

中
央
通
り
を
江
戸
通
り
に
向
か
っ
て
歩
く
と
室
町
三
丁
目
交
差
点
あ
り
ま
す
。
交
差
点

の
手
前
が
十
軒
店
跡
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
江
戸
市
内
に
は
節
句
前
に
な
る
と
、
各
所
に
市
が
た
ち
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
、
多
い
と

き
は
十
カ
所
に
も

の
ぼ
っ
た
そ
う
で
、

そ
の
中
で
も
十
軒

店
の
市
は
最
大
級

の
規
模
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、

明
治
維
新
に
よ
る

政
府
の
節
句
廃
止

令
や
旧
習
一
掃
の

徹
底
、
百
貨
店
の

大
頭
な
ど
が
あ
り
、

最
後
ま
で
残
っ
た

の
は
十
軒
店
で
し
た
が
、
自
動
車
等
の
往
来
が
増
え
衰
退
し
て
し
ま
し
た
。

　

室
町
三
丁
目
交
差
点
の
手
前
の
交
差
点
を
右
に
行
く
と
常
磐
御
門
か
ら
出
た
旧
水
戸
街

道
で
す
。
昭
和
通
り
を
通
り
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
（
今
は
通
れ
な
い
）
小
津
和
紙
店
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
和
紙
店
の
裏
側
の
道
路
に
は
宝
田
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
恵
比
須
様
を
祀
り

今
で
も
毎
年
十
月
十
九
日
に
は
べ
っ
た
ら
市
が
立
ち
ま
す
。
翌
日
の
恵
比
寿
講
を
含
め
毎

年
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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神
田
下
水

　

神
田
駅
の
近
く
に
神
田
下
水
が
東
京
都
の
文
化
財
（
指
定
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
た
碑
が

あ
り
ま
す
。
煉
瓦
造
り
の
卵
管
渠
で
六
百
十
四
メ
ー
ト
ル
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
下

水
管
は
今
で
も
現
役
で
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

秋
葉
原

　

秋
葉
原
は
、
電
気
街
と
し
て
世
界
的
に
有
名
で
す

が
、
最
近
は
、
コ
ス
プ
レ
等
が
台
頭
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
一
角
に
小
さ
な
公
園
が
あ
り
窪
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
が
佐
久
間
橋
跡
で
す
。
明
治
三
十

年
頃
に
神
田
川
か
ら
貨
物
取
扱
所
へ
の
荷
物
運
搬
水

路
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

柳
森
神
社
　

　

神
田
川
を
挟
ん
だ
対
岸
は
柳
原
の
土
手
で
す
。
時

代
劇
で
よ
く
出
て
き
ま
す
。
江
戸
時
代
は
古
物
の
着

物
な
ど
を
商
う
お
店
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
一
角
、
神
田
川
に
近
い

と
こ
ろ
に
柳
森
神
社
（
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
））
が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
ま
す
。
富
士
講
が
盛
ん
で
し

た
が
、
今
は
そ
の
跡
し
か
有
り
ま
せ
ん
。
富
士
講
の
石
碑
群
は
千
代
田
区
有
形
文
化
財
に

平
成
十
年
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
富
士
塚
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
破
却
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

秋
葉
原
付
近
に
は
戦
争
で
焼
け
残
っ
た
老
舗
が
多
い

　

神
田
須
田
町
一
丁
目
辺
り
に
は
古
い
町
並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
甘
味
処
の
竹
村
で
そ

の
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
の
一
言
が
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
軍
が
、
意
識
的
に
空
襲
を
し
な
か
っ
た
場
所
と
し
て
、
皇
居

と
聖
路
加
病
院
の
話
は
よ
く
聞
き
ま
し
た
が
こ
こ
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

藪
そ
ば
、
松
屋
、
伊
勢
源
、
竹
む
ら　

な
ど　

東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

和
泉
町
ポ
ン
プ
所

　

千
代
田
区
が
発
行
し
て

い
る
お
は
な
し
千
代
田
に

「
佐
久
間
町
防
火
の
碑
」
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
内

容
は
、
関
東
大
震
災
の
時

の
こ
と
で
、

東
京
の
下
町
は
一
面
の
焼

け
野
原
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
中
に
不
思
議
と
焼
け

残
っ
た
一
郭
が
あ
り
ま
し

た
。
神
田
佐
久
間
町
二
～
四

▲　文化財碑

▲　下水管

▲神田下水施
工図

▲　今も現役　泉町ポンプ所
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丁
目
・
和
泉
町
・
平
河
町
の
全
部
と
松
永
町
と
台
東
区
の
台
東
一
丁
目
の
一
部
約
千
六
百

戸
の
町
々
で
し
た
。
…
…
休
む
間
も
な
く
二
日
の
朝
八
時
頃
、
蔵
前
方
向
か
ら
の
猛
火
は

佐
久
間
町
の
東
側
か
ら
北
側
に
か
け
て
襲
い
か
か
り
ま
し
た
。
人
々
は
和
泉
町
の
東
京
市

の
下
水
ポ
ン
プ
場
の
水
を
利
用
し
た
り
、
町
内
の
帝
国
ポ
ン
プ
が
得
意
先
に
納
入
す
る
ば

か
り
だ
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
で
、
井
戸
水
を
く
み
集
め
て
放
水
し
た
り
し
て
午
後
六
時

頃
完
全
に
消
し
止
め
ま
し
た
。
…
…
昭
和
十
四
年
東
京
府
は
佐
久
間
町
の
一
郭
を
「
町
内

協
力
防
火
守
護
之
地
」
と
し
て
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
和
泉
町
ポ
ン
プ
所
の
名
前
が
出
て
き
ま
し
た
。

（
文
責　

小
松
）
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中
央
通
り
を
歩
く
と
、
万
世
橋
近
く
に
神
田
郵
便
局
が
あ
り
ま
す
。
今
こ
の
位
置
か
ら

お
茶
の
水
に
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
偶
々
、
工
事
の
た
め
目
の
前

の
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
、
姿
を
現
し
た
も
の
で
、
後
数
ヶ
月
も
す
る
と
ま
た
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。




